
■ 次のような放物線上の3点O, A, Bをつないでできる三角形OABの面積を求めなさい。

原点O(0, 0) 原点O(0, 0)

𝑥 座標が－3の点A 𝑥 座標が－2の点A

𝑥 座標が6の点B 𝑥 座標が4の点B

原点O(0, 0) 原点O(0, 0)

𝑥 座標が－2の点A 𝑥 座標が－3の点A

𝑥 座標が1の点B 𝑥 座標が6の点B

② 𝑦＝－3𝑥² ④ 𝑦＝－　  𝑥²

① 𝑦＝　  𝑥² ③ 𝑦＝　  𝑥²
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■ 次のような放物線上の3点O, A, Bをつないでできる三角形OABの面積を求めなさい。

原点O(0, 0) 原点O(0, 0)

𝑥 座標が－3の点A 𝑥 座標が－2の点A

𝑥 座標が6の点B 𝑥 座標が4の点B

式に𝑥＝－3を代入すると𝑦＝1より、点A(－3, 1) 式に𝑥＝－2を代入すると𝑦＝3より、点A(－2, 3)

式に𝑥＝6を代入すると𝑦＝4より、点B(6, 4) 式に𝑥＝4を代入すると𝑦＝12より、点B(4, 12)

よって、△OABの面積を S とすると、 よって、△OABの面積を S とすると、

原点O(0, 0) 原点O(0, 0)

𝑥 座標が－2の点A 𝑥 座標が－3の点A

𝑥 座標が1の点B 𝑥 座標が6の点B

式に𝑥＝－2を代入すると𝑦＝－12より、点A(－2,－12) 式に𝑥＝－3を代入すると𝑦＝－2より、点A(－3,－2)

式に𝑥＝1を代入すると𝑦＝－3より、点B(1,－3) 式に𝑥＝6を代入すると𝑦＝－8より、点B(6,－8)

よって、△OABの面積を S とすると、 よって、△OABの面積を S とすると、
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④ 𝑦＝－　  𝑥²

2点A, Bを通る直線の式は 𝑦＝－　  𝑥－4

S= 　 ×4×(3＋6)＝18

③ 𝑦＝　  𝑥²

2点A, Bを通る直線の式は 𝑦＝　  𝑥＋6

S= 　 ×6×(2＋4)＝189
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② 𝑦＝－3𝑥²

2点A, Bを通る直線の式は 𝑦＝3𝑥－6

S= 　 ×6×(2＋1)＝9

① 𝑦＝　  𝑥²

2点A, Bを通る直線の式は 𝑦＝　  𝑥＋2

S= 　 ×2×(3＋6)＝9
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